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一 

 



 

一 

東
京
都
で
江
東
方
面
と
い
わ
れ
る
隅
田
川
附
近
よ
り
以
東
の
地
域
は
、
河
川
に
囲
れ
て
い
る
土
地
が
多
い
ば
か
り
で
な 

く
、
低
濕
地
帶
も
多
く
、
更
に
地
盤
沈
下
の
傾
向
す
ら
あ
る
場
所
が
あ
る
。
し
か
も
こ
の
地
域
は
人
口
の
密
度
極
め
て
高
い

の
に
反
し
衛
生
施
設
の
見
る
べ
き
も
の
な
く
、
常
に
濕
気
と
汚
水
と
水
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
政
府
は 

こ
の
地
域
の
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
中
川
の
改
修
、
荒
川
筋
の
堤
防
強
化
、
排
水
機
の
増
設
、
江
東
区
、 

江

川
区
の
水
防
等
の
諸
問
題
解
決
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
に
関
す
る
政
府
の
見
解
並
び
に
そ
の
措 

置
如
何
。 

二 

現
在
荒
川
放
水
路
に
か
か
つ
て
い
る
橋
は
、
江
北
、
西
新
井
、
千
住
新
橋
、
堀
切
、
四
ツ
木
、
小
松
川
、
葛
西
の
諸
橋 

で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
小
松
川
と
千
住
新
橋
及
び
建
設
中
の
四
ツ
木
橋
、
葛
西
橋
を
除
い
た
江
北
、
西
新
井
、
堀
切
の
三
橋

は
ま
つ
た
く
壽
命
が
き
て
い
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
こ
れ
等
の
橋
を
建
設
し
た
当
時
と
異
り
、
各
橋
と
も 

附
近
に
数
十
万
の
人
口
を
擁
し
、
交
通
量
の
多
い
こ
と
驚
異
的
な
も
の
が
あ
る
。
し
か
も
重
量
物
を
積
ん
だ
ト
ラ
ツ
ク
が 

東
京
都
内
江
東
方
面
の
水
防
計
画
並
び
に
荒
川
放
水
路
上
の
橋
の
建
設
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

 

四 

交
叉
す
る
場
合
、
橋
に
余
裕
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
非
常
に
危
險
で
あ
つ
て
、
し
ば
し
ば
事
故
も
生
じ
て
い
る
有
様
で
あ 

 

る
。
政
府
は
東
京
都
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
と
し
て
放
置
し
て
お
く
こ
と
な
く
、
こ
れ
が
建
設
、
改
築
計
画
を
速
や
か
に 

樹
立
さ
せ
て
実
行
に
移
し
、
産
業
の
発
達
、
交
通
の
緩
和
、
危
險
の
防
止
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
政
府
の
見
解 

如
何
。 

右
質
問
す
る
。 


